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研究成果の概要：知的財産教育としての方言・地域語教育に関して、理論研究・調査

研究・教材開発・実験授業の点から検討を加えた。理論研究では山形県の方言・地域

語を例に、教材開発の理論的根拠を示した。調査研究では、戦後教科書教材に着目し、

歴史的変遷の観点から実態を明らかにした。教材開発では、香川県を例に教材化の可

能性を具体的に示した。実験授業では、小中学校あわせて 4 本の授業を行った。  
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１．研究開始当初の背景  
 

り組まれるようになっている。しかし、それ

らはその方言・地域語の使用地域に限定され

ており、なかなか一般的な教育価値として認

知されるまでに至っていない。当然のことな

がら、方言・地域語の使用地域においても、

その教育は単発、一過性という学習経験レベ

ルにとどまり、確固とした教育内容としての

 方言・地域語は、文化的にはその豊かさが

認められてきたが、放送・通信メディアの発

達とともに次第に衰退の道を歩みつつある。

このような現状に対して方言・地域語教育が

地域ごとに取り組まれており、国語科教育以

外、現在は「総合的な学習」でも積極的に取 



位置を獲得するまでに至っていない。このこ

とは、方言・地域語の文化的定位の不十分さ

につながり、その継承・発展の道を拓くこと

を困難にし、衰退の危険性は簡単には克服で

きない状況を招いている。 

 

２．研究の目的 
 

このような文化的な再構築が困難な方

言・地域語教育を革新するための方法として、

知的財産教育という概念を導入することで、 

新たな教育理念・方法による国語教育の領域

を確立できると考える。 

当該研究は、”知的財産”という概念を導

入した点、知的財産化の過程を学習過程とし

て組織する方法の開発を目指している点、知

的財産化した方言・地域語を異文化コミュニ

ケーションとしての学習として展開させる

方法の開発をねらっている点、小学校４年か

ら中学校２年という言語の意識・自覚が確立

する時期に言語文化的な価値を認識する能

力を養うカリキュラムの編成に取り組む点

など、さまざまな点で独創的であり、特色を

有する実践研究ということができる。これら

を総合すると当該研究独創性、特色などに関

してきわめて斬新であり、明確な目的、実践

研究的な性格を有するものとして位置づけ

ることができる。 

以上の研究目的は、全国統一的であり、教

科書教材中心となっている国語科教育を革

新するために、有効な地域中心及び地域間コ

ミュニケーション型の教育内容・教育方法の

モデルを開発する意味でも大きな意義を持

つと考えられる。 

 
３．研究の方法 
 

平成 14 年に首相官邸知的財産戦略会議か

ら出された『知的財産戦略大綱』に知的財産

教育、とりわけ義務教育段階について、次の

ように述べている。必要箇所のみ引用、摘記

する。 

 

 (3)創造性を育む教育・人材養成の充実（第

２章 基本的方向 1.創造戦略） 

先端的な技術革新につながる基幹的な発明

が我が国から次々と生み出されることは、我

が国の経済・社会の活力の源泉であり、その

基盤は人的資源である。まず、優れた知的財

産を生み出す人材を育成することが必要で

あり、世界レベルの研究者を輩出できるよう、

初等・中等教育から高等教育に至るまで、創

造性を育む教育の実現に向けた総合的な取

組を行うことが急務である。（中略）そのた

めには、小学校の早い段階から自由な発想、

創意工夫の大切さを涵養する教育を行い、そ

の後、年齢に応じた知的財産教育を通じて、

独創性・個性を尊重する文化環境を構築して

いかねばならない。とりわけ、知的財産の創

造を担う人材、基幹的な発明を創造する基盤

を確固たるものとする観点から、初等・中等

教育を充実させ、創造的な意識を醸成する教 

育を進めることが必要である。（後略） 

 

通常、特許権、著作権等の法律的保護の意

識育成・方法習得ととらえられがちな知的財

産教育だが、文化的価値自体の認知やその尊

重・創造・活用という意識育成・方法習得の

点でも取り組みが必要だと考えられる。学習

者の足元の生活的、地域的な言語文化である

方言・地域語を知的財産ととらえ、その価値

意識を育成し、活用・再創造の能力を育成す

る教育は、義務教育段階における知的財産教

育の大きな柱になると考えられる。 

具体的には、方言・地域語を知的財産とと

らえる意識の育成について、教育内容・教

材・教育方法を開発する。また、方言・地域

語を知的財産ととらえるために開発した教



育内容・教材・教育方法を計画的・組織的な

実験授業を通して検証を行い、実用化・汎用

化可能なものに整備・精選する。 

 
４．研究成果 
 

 知的財産教育という観点から方言・地域語

教育を検討した結果、研究のまとめとして、

大きく分けて二つの観点からアプローチし

た。一つは「理論的・歴史的アプローチ」で

あり、もう一つは「教材開発・実験授業から

のアプローチ」である。これらの研究によっ

て、理論的にも実践的にも目配りした総合的

な研究をめざした。研究の成果は、『知的財

産教育としての方言・地域語教育の方法・教

材開発に関する実験的・実践的研究』と題す

る報告書（総頁数 198 頁）にまとめた。 

 

 「理論的・歴史的アプローチ」としては、

以下の２点から検討を加えた。 

(1)地域文化のリテラシー 

 地域社会の生活において、人々は生活に密

着した暮らしのことばを生み出しながら  

生きている。これを造語力という点からリテ

ラシーとして捉え直した。また、地域の  

生活や文化に根ざしたすぐれた文学作品に、

方言・地域語がどのように表現されてい  

るかについて検討した。 

 具体的には、雪国の農耕生活から生まれた

言葉や、藤沢周平作品における方言・地域語

の表現特性を取り上げて検討を加え、造語力

のリテラシーとして捉え直した。 

(2)指導要領や教科書教材にみる方言・地域

語の扱い 

 学習指導要領における方言・地域語の扱い

は、戦後さまざまな変化をしている。そ  

れはそのまま方言・地域語がわが国でどのよ

うに捉えられてきたかの歴史でもある。  

そこで、この変遷を丁寧に捉えつつ、それを

受けた教科書教材がどう変化しているか  

について、中学校の国語教科書を例に調査し

検討を加えた。 

 具体的には、学習指導要領「試案」期（戦

後初期）のもの、言語としての特質が前面に

出ていると思われる「言語編」教科書のもの、

などをとりあげ、検討を加えた。また、参考

資料として中学校社会科地理の教科書にも

検討を加えた。 

 

 「教材開発・実験授業からのアプローチ」

としては、以下の３点から検討を加えた。 

(1)方言・地域語に関する教材開発のための

基礎調査 

 方言・地域語はそれがあまりに日常的な存

在であるため、それを国語の授業にのせ  

ていくためには、学習者に方言を自覚させ意

識させるための魅力ある教材開発が欠か  

せない。そこで、方言・地域語に関する教材

を、Ⅰ地域生活教材、Ⅱ活字教材、Ⅲマルチ

メディア教材、Ⅳ方言グッズの４種類に分

け、香川県での事例を調査した。 

(2)小学校における実験授業 

 方言・地域語教育を知的財産教育としてと

らえるにあたり、研究者それぞれの課題意  

識・方法意識に基づき、「民話の語り」を教

材化した実験授業、「郷土教育」の一環とし

て展開した実験授業、「にほんご」の価値と

して再認識させる実験授業が展開された。 

 「民話の語り」の授業では、京都府与謝郡

伊根町の伊根小学校に協力いただき、「総合

的な学習」の時間を活用して「郷土学習」と

して行われた。学習者それぞれが土地に伝わ

る民話を一話選択して絵画化し、語りを行う

という展開である。 

 「郷土教育」の一環として行った授業では、

鹿児島県大島郡与論町立与論小学校に協力

いただき、「与論言葉（ユンヌフトゥバ）」



の価値を考えさせる授業を展開した。 

 「にほんご」の価値として方言・地域語を

考えさせる授業では、大阪府の貝塚市内の小

学校と山形県の東根市内の小学校、さらに沖

縄県の那覇市内の小学校などで、連続的に授

業を展開し、音声化を通して方言・地域語の

豊かさを理解させる授業を展開した。 

(3)中学校における実験授業 

 中学校における実験授業として、民話を

「再話する行為」そのものを教材化した実  

験授業を展開した。弘前大学教育学部附属中

学校に協力をいただき、中学生たちが自分た

ちがふだん使うことばで民話を書き換えて

いく（語り換えていく）学習を展開した。こ

れにより、話しことば・書き言葉の両面から

方言・地域語の価値を学ぶことになった。 
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